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Intact Proinsulin Assay Kit 
膵β細胞の機能・細胞数変化の研究に
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取扱い販売代理店

2型糖尿病患者の絶食時のプロインスリン異常高値の原因には、膵β細胞でプロインスリンを切断変換する
PC1/3 酵素活性が低下し、プロインスリンからインスリンへの変換が低下している事が考えられています。
従い、総プロインスリンではなく インタクト・プロインスリンが2型糖尿病での膵β細胞の機能変化を反映する
病勢マーカーになると考えられますが、げっ歯類でのインタクト・プロインスリンが測定可能な試薬はこれまで
ありませんでした。

本測定系はげっ歯類の切断型の中間産物 split-32,33に反応せず、非切断型のプロインスリンに反応する
9F5抗体を固相側に使用することによりインタクト・プロインスリンを特異的に測定します。本系はげっ歯類に
おける膵β細胞の機能・細胞数変化の研究に有用です。(文献1)
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27706
Mouse/Rat Intact Proinsulin

Assay Kit - IBL
96 Well ¥98,000 1.4 ～ 90 M, R 20 μL ○ ○ − ○

27708
Mouse/Rat Intact Proinsulin

CLEIA Kit - IBL
96 Well ¥98,000 9 ～ 6,480 M, R 10 μL ○ ○ ○ −

M:マウス、R:ラット

グラフ: 化学発光(CLEIA)系の測定結果を引用出典 Anal Biochem. 2015 Sep 1;484:91-8. 

総 Proinsulin Intact Proinsulin

(左図)
野生型・雄、db/db・雄 各群10匹
野生型6週、db/db 6,8,9 週齢のマウス
絶食の血漿での比較

（結果）
総 Proinsulin, Intact Proinsuin 両方を測
定し、Intact Proinsuin でのみ db/db
マウスでの経週変動が評価可能でした。

同時に絶食時 Total Insulinを測定し、比を
とることでヒト臨床の膵β細胞機能の指標
として知られるP/I比 (Intact Proinsuin
/Insulin Ratio) をげっ歯類で算出可能です。

http://www.ibl-japan.co.jp/search/product/detail/id=4858
http://www.ibl-japan.co.jp/search/product/detail/id=5053

